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(1)　第1836号　2021年２月15日

連合茨城「2021春季生活闘争
要求実現総決起集会」

日　時 ２月27日（土）10：30～
場　所 水戸市・労働福祉会館
 ほか県内５か所のサテライト
 からの参加

行
革
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
人

員
抑
制
や
民
営
化
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
医
療

や
保
健
衛
生
、
清
掃
、
公
共

交
通
、
行
政
の
相
談
・
給
付

対
応
な
ど
、
社
会
の
維
持
に

不
可
欠
な「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
」で
あ
る
自
治
体

職
場
は
大
変
な
状
況
に
陥
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
大
幅
に

削
減
さ
れ
た
人
員
不
足
や
職

場
の
疲
弊
し
た
実
情
が
、
コ

　
２
０
０
０
年
代
以
降
、
新

自
由
主
義
に
よ
る
小
泉「
構

造
改
革
」は「
官
か
ら
民
へ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
民
営
化
や

過
度
な
人
員
削
減
に
伴
う
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
、
さ
ら

に
は
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し

た
。
　
そ
の
結
果
、
自
治
体
職
場

で
は
、
ど
の
職
場
も
慢
性
化

し
た
人
員
不
足
、
病
院
や
保

健
所
な
ど
で
は
統
廃
合
が
進

め
ら
れ
、
現
業
職
場
も
地
方

ロ
ナ
禍
で
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
く
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
地
域
医
療
が
疲
弊
し

て
い
る
現
状
や
一
般
財
源
化

さ
れ
て
以
降
急
速
に
収
縮
し

た
保
健
所
機
能
な
ど
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
労
は
、
こ
う
し
た
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
危
機
的
状
況

を
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
好

機
と
し
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
を
求
め
る「
公
共
サ
 

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と

投
資
を
！
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
春
闘
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
自
治
労
は
こ
の
春
闘
期
に
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公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

自
治
労
・
春
闘
期
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開

ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資

を
！
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
広

く
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
自
治

労
本
部
が
全
国
の
単
組
や
現

場
の
実
情
を
取
材
し
て
ア

ピ
ー
ル
動
画
を
作
成
。
全
国

各
地
の
街
頭
で
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
を
上
映

し
、
広
く
市
民
に
訴
え
ま

す
。
　
３
月
　
日
を
全
国
統
一
行

12

動
日
と
し
、
３
～
４
月
に
各

地
で
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ア
ピ
ー
ル
動
画
の
作
成

も
呼
び
掛
け
、
優
秀
作
品
へ

の
懸
賞
も
行
い
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通

じ
、
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
確
立
と
労
働
者
の
処
遇
改

善
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

域 育違違違違違違違違違違違違違違違違違違

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
をを

法律にかかわる問題は何でもＯＫ　0120-154-052
―連合茨城無料法律相談202１日程―

担当弁護士：足立勇人・白石裕・橘朋代・水口二良・野村貴広弁護士
時　間　　13：00～15：30（相談時間は30分）
場　所　　茨城県労働福祉会館４Ｆ連合茨城事務所内　電話 0120-154-052
　　　　　mail  info@ibaraki.jtuc-rengo.jp
　　　　　（水戸市梅香2-1-39）http//ｗs1-rengo.or.jp/ibaraki

※事前予約が必要ですので、相談される
方は電話でお申し込みください。
　また、ご相談内容によってはお受けで
きない場合もございますので、ご了承く
ださい。相談回数については年度内原
則１回限りとさせていただきます。

3月13日(土）2月20日(土）開催日

7月24日(土)6月19日(土)5月15日(土）4月17日(土）

12月18日(土)11月20日(土）10月16日(土）9月11日(土）

保
健
所
体
制
の
強
化
を

岸
ま
き
こ
が
総
務
省
を
追
及

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
自
治
労
組
織
内
議
員
の
岸

ま
き
こ
参
議
院
議
員
は
１
月

　
日
、
参
議
院
総
務
委
員
会

28で
地
方
交
付
税
法
改
正
等
に

関
わ
り
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
地
方
交
付
税

の
法
定
率
引
き
上
げ
に
よ
る

地
方
財
政
の
安
定
化
に
む
け

た
総
務
大
臣
の
決
意
を
求
め

た
ほ
か
、
保
健
所
の
体
制
強

化
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
に
か

か
わ
る
保
健
師
以
外
の
増
員

に
つ
い
て
も
今
後
調
査
し
、

検
討
す
る
と
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
改
善
の
費
用
が
地

方
交
付
税
に
算
定
さ
れ
て
い

る
の
か
が
分
か
り
に
く
い
と

指
摘
し
、
わ
か
り
や
す
く
示

す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

旺

王

欧
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　エッセンシャルワーカーとは、人々が日常
生活を送るために不可欠な仕事（エッセン
シャルサービス）を担っている人のことで
す。例えば、医療・福祉、農業、小売・販売、
通信、公共交通機関など、社会生活を支える
仕事をしている方々のことをいいます。

知ってほしい、
組合用語！

エッセンシャルワーカー

　自治労は、コロナ禍の中で再認識されつつ
ある「エッセンシャルワーク（なくてはならない
仕事）」の重要性を、組織内と地域社会にア
ピールするために、2021春闘の行動の一つと
して「公共サービスにもっと投資を！」キャン
ペーンを展開します。
　その一つとして、「スマホで撮影、スマホ
で編集、スマホで応募しよう」を合言葉に、
「職場からのアピール動画コンテスト」を開催
し、各組合・職場からの「１分動画」を募集
します。楽しく、マジメな動画を通して、「い
ま私たちが訴えたいこと」をアピールし、視
聴者（他の自治労組合員や市民）の「共感
（あるある、その通り）」や「発見（なるほ
ど、そうなのか）」をキャッチしましょう。

１．自治労の組合員・全国消防職員協議会
の会員の方であれば、どなたでもグルー
プで参加できます。

２．組合員参加による審査に基づき、「大
賞20万円」をはじめ、参加いただいた全
グループに、必ず何らかの賞品をお贈り
します。

３．詳細は、
　①お名前（漢字とかなの両方）
　②所属（職場や組合など）
を明記の上、下記までメールでお問い合
わせください。「募集要綱」をお送りいた
します。
　　j-contest@jichiro.gr.jp
　（自治労本部総合企画総務局）

４．募集締め切りは、３月４日
　（木）です。奮ってご応募くだ
　さい！
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大
洗
町
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
飯
島
　
晃
彦

副
執
行
委
員
長
　
坂
本
　
武
蔵

　
　
〃
　
　
　
清
水
　
修
平

書
　
記
　
長
　
岡
部
　
浩
明

執
　行
　委
　員
　
櫻
井
　
栄
司

　
　
〃
　
　
　
横
田
　
美
枝

　
　
〃
　
　
　
木
村
　
裕
太

　
　
〃
　
　
　
今
瀬
　
　
匠

　
　
〃
　
　
　
石
井
　
康
之

鹿
行
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

議
　
　
　
長
　
山
野
　
泰
之

（
行
方
市
職
）

副
　
議
　
長
　
浦
田
広
行

（
鹿
嶋
市
職
）

副
　
議
　
長
　
山
形
　
英
樹

（
神
栖
市
職
）

事
　務
　局
　長
　
古
渡
　
秀
和

（
行
方
市
職
）

土
浦
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

議
　
　
　
長
　
阿
部
　
秀
樹

（
つ
く
ば
市
職
）

常
　任
　幹
　事
　
佐
藤
　
寛
士

（
土
浦
市
職
）

常
　任
　幹
　事
　
鈴
木
　
利
広

（
か
す
み
が
う
ら
市
職
）

常
　任
　幹
　事
　
堤
　
は
る
な

（
自
治
労
石
岡
市
職
）

各
単
各
単
組組役

　
　
役
員員

域 育違違違違違違違違違違違

　
い
く
ら
何
で
も
、
こ
れ
は

な
い
。
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
森

喜
朗
会
長
は
２
月
３
日
、
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
臨
時
評
議
員

会
で
「
女
性
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
る
理
事
会
は
時
間

が
か
か
る
」
な
ど
と
女
性
蔑

視
発
言
を
し
た
。

　
森
氏
は
、
「
女
性
理
事
４

割
は
、
こ
れ
は
文
科
省
が
う

る
さ
く
言
う
ん
で
ね
」
と
女

性
理
事
を
増
や
す
目
標
に
言

及
。
「
女
性
は
…
…
誰
か
１

人
が
手
を
挙
げ
て
言
わ
れ
る

と
、
自
分
も
言
わ
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
ん
で
し
ょ
う

ね
。
そ
れ
で
み
ん
な
発
言
さ

れ
る
」
と
も
語
っ
た
（
引
用

は
毎
日
新
聞
ネ
ッ
ト
版
２
月

４
日
０
時
　
分
）
。
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筆
者
は
仕
事
柄
、
会
議
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
座
談
会
で

司
会
を
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
時
間
管
理
に
は
気
を
つ

か
う
。
だ
が
、
女
性
ば
か
り

が
長
く
話
す
事
実
は
な
い
。

男
で
も
女
で
も
長
く
話
す
人

も
い
れ
ば
、
言
葉
少
な
い
人

も
い
る
。
「
女
性
の
話
は
長

い
」
と
決
め
つ
け
る
の
は
、

一
人
一
人
の
意
見
の
内
容
に

耳
を
傾
け
ら
れ
ず
一
く
く
り

に
し
て
切
り
捨
て
る
、
こ
け
む

し
た
差
別
意
識
の
吐
露
だ
ろ

う
。
　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
が
発
行
し
た
「
Ｊ

Ｏ
Ｃ
の
進
め
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
と
い

う
冊
子
に
は
、
「
人
種
、
宗

教
、
政
治
、
性
、
そ
の
他
の

理
由
に
よ
る
国
ま
た
は
個
人

に
対
す
る
差
別
は
い
か
な
る

形
態
で
あ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
は
相

容
れ
な
い
」
と
反
差
別
の
理

念
が
う
た
わ
れ
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
は

「
ス
ポ
ー
ツ
の
場
で
の
差
別

や
暴
力
に
反
対
す
る
断
固
と

し
た
行
動
を
と
る
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
森
氏
に
対
し
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
は
「
断
固
と
し
た
行

動
」
を
と
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
、
大
切
な
こ
と

な
ら
自
由
に
意
見
を
交
わ

し
、
時
間
を
か
け
て
話
し
合

う
の
が
当
た
り
前
。
会
議
に

時
間
が
か
か
っ
た
り
、
み
ん

な
が
発
言
す
る
こ
と
自
体
を

否
定
的
に
捉
え
る
感
覚
も
わ

か
ら
な
い
。
と
思
っ
て
い
た

ら
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
を
呼
び

か
け
た
作
家
の
北
原
み
の
り

さ
ん
が
「
昼
間
の
会
議
で
は

発
言
せ
ず
、
女
性
の
い
な
い

夜
の
会
食
で
重
要
な
決
定
を

し
て
し
ま
う
よ
う
な
男
性
中

心
の
文
化
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
政
治
家
の
銀
座
通
い
な
ど

で
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
森
氏
の
発
言
は

そ
う
し
た
文
化
を
象
徴
し
て

い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
（
前
出
・
毎
日
新
聞
ネ
ッ

ト
版
）
の
を
読
ん
で
、
耳
に

痛
み
を
覚
え
つ
つ
、
な
る
ほ

ど
と
思
っ
た
。

　
多
様
性
を
も
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
個
性
を

生
か
し
な
が
ら
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も

ビ
ジ
ネ
ス
で
も
不
可
欠
だ
。

森
発
言
を
生
む
土
壌
を
今
こ

そ
変
え
な
け
れ
ば
、
た
ぶ
ん

未
来
は
な
い
。
ど
ん
な
組

織
、
団
体
で
あ
っ
て
も
。

ジャーナリスト

北　健一

　
森
発
言
を
生
む
土
壌

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
均

　
小
美
玉
市
に
あ
る
自
衛
隊

百
里
基
地
の
基
地
撤
去
、
米

軍
再
編
・
日
米
共
同
訓
練
反

対
の
継
続
し
た
た
た
か
い
と

し
て
「
初
午
ま
つ
り
」
が
２

月
　
日
、
茨
城
県
平
和
擁
護

11

県
民
会
議
な
ど
で
構
成
す
る

百
里
基
地
反
対
同
盟
主
催
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
基
地
誘
導

路
を
「
へ
の
字
」
に
曲
げ
る

土
地
に
あ
る
百
里
平
和
公
園

に
は
１
０
０
人
を
超
え
る
関

係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
百
里
基
地
反

対
同
盟
代
表
の
梅
沢
さ
ん
が

あ
い
さ
つ
し
、
「
コ
ロ
ナ
禍

で
も
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人

が
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
た
い
。
基
地
が
な
く

な
る
ま
で
闘
い
続
け
た
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鈴
木
博
久
茨
城
平

初午まつりであい
さつする日本山妙
法寺の参加者

基
地
撤
去
め
ざ
そ
う
　
和
擁
護
県
民
会
議
代
表
は

「
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
変

わ
っ
て
も
米
軍
の
戦
略
は
変

わ
ら
な
い
。
日
米
安
保
、
自

衛
隊
基
地
撤
去
ま
で
運
動
を

強
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
毎
年
参
加
し
て
い
る
日
本

山
妙
法
寺
の
代
表
か
ら
は
、

沖
縄
戦
の
戦
没
者
の
遺
骨
が

混
じ
っ
た
土
砂
が
辺
野
古
新

基
地
建
設
の
埋
め
立
て
に
使

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
状

に
つ
い
て
、「
戦
争
の
た
め
の

基
地
建
設
に
使
っ
て
は
な
ら

な
い
。
土
砂
採
集
を
中
止
す

べ
き
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
集
会
は
最
後
に
、
「
Ｆ
　35

配
備
計
画
に
反
対
し
、
平
和

を
願
う
多
く
の
市
民
と
連
帯

し
、
改
憲
と
『
戦
争
す
る
国

づ
く
り
』
を
強
行
す
る
菅
政

権
を
追
い
詰
め
る
取
り
組
み

を
さ
ら
に
強
化
し
よ
う
」
と

す
る
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
ま
し
た
。

今
年
も
百
里
初
午
ま
つ
り

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

ニュース・ワード

ウ
ェ
ア
」
を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ

イ
ル
ス
の
一
種
で
、
企
業
の

機
密
情
報
を
勝
手
に
暗
号
化

し
て
使
え
な
く
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　
ハ
ッ
カ
ー
に
よ
る
サ
イ

バ
ー
攻
撃
で
使
わ
れ
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業

が
被
害
に
遭
う
と
、
機
密
情

報
漏
洩
な
ど
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
、
解
除
し
て
も
ら
う
に

は
、
身
代
金
（
ラ
ン
サ
ム
）

を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
く

な
り
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
会
社
の
「
カ
プ
コ

ン
」
が
こ
の
被
害
に
遭
い
、

　
億
円
を
要
求
さ
れ
た
こ
と

11が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し

た
。
安
易
に
添
付
フ
ァ
イ
ル

を
開
か
な
い
な
ど
の
対
策
が

必
要
で
す
。

　「
身
代
金
」
を
意
味

す
る
「
ラ
ン
サ
ム
」
と

パ
ソ
コ
ン
の
「
ソ
フ
ト

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

慮
し
た
家
畜
の
飼
育
管
理
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
広
義

で
は
、
犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト

動
物
の
愛
護
も
含
ま
れ
ま

す
。
　
こ
の
問
題
で
日
本
は
後
進

国
と
い
わ
れ
て
お
り
、
例
え

ば
ニ
ワ
ト
リ
が
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
の
基
準
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
狭
小
ケ
ー
ジ

（
檻
）
で
大
量
飼
育
さ
れ
て

い
ま
す
。
業
界
団
体
は
禁
止

措
置
に
抵
抗
し
て
い
ま
す

が
、
感
染
症
罹
患
な
ど
の
公

衆
衛
生
の
観
点
か
ら
も
批
判

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
が
加

盟
す
る
世
界
動
物
保
健
機
関

（
Ｏ
Ｉ
Ｅ
）
は
狭
小
ケ
ー
ジ

を
禁
止
す
る
基
準
案
を
策
定

し
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ

を
阻
止
し
よ
う
と
、
政
治
家

に
献
金
し
た
疑
惑
で
先
日
業

界
大
手
企
業
の
代
表
が
逮
捕

さ
れ
ま
し
た
。

　「
動
物
福
祉
」
を
意

味
す
る
英
語
。
農
林
水

産
省
は
「
快
適
性
に
配

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

初午まつりであいさつする
鈴木県民会議代表


